
R4.10.1 

主な研究課題・発表代表論文 

ゲノム・機能分子解析学講座（旧微生物学講座）Genomics and Molecular Analysis 
研究領域 生体情報医科学 
教授  
W e b ページ：http://mb.med.yamaguchi-u.ac.jp/index.html 

主な研究課題 
・細菌のゲノム・分子遺伝学 
・薬剤耐性菌 
・免疫応答に関わる機能分子解析  
・免疫反応のイメージング 
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